
 

 

 

 

～共生社会の実現に向けて～ ＳＤＧｓの視点から 
１０月３日（木）の２・３校時に、オリンピック・パラリンピック推進校事業の一環として、「C's Athlete」所属ゴールボ
ール選手の浦田理恵様から、全校児童への講演と５年生への実技体験を行っていただきました。 
ゴールボールとは、視覚に障害のある方を対象に考案された競技で、目隠しをして鈴入りのボールを互いに転がしあ
い、相手ゴールに入れて得点を奪う対戦型競技です。 
３校時の講話では浦田選手の体験をもとに、「感謝」「挑戦」「思いやり」「コミュニケーション」「あきらめない心」な
ど、生きていくうえで大切な心と考え方を学ばせていただきました。 
５年生対象のゴールボール実技においては、限られた時間の中で、一つ一つステップを踏んで確実にかつ、ゴールボ
ールという競技自体の楽しさと相手を思いやる心の大切さを児童一人一人に味わわせていただきました。 
常に笑顔でポジティブに話される浦田選手の姿とその話の内容に、子どもたちは引き込まれていました。一人一人が
自分の心と照らし合わせながら、自分にとって大事な、浦田選手からの一言と出会いを胸に、これからも頑張っていくこ
とを期待しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

持続可能な社会を目指して ～みんなの安全・安心のために、私たち一人一人ができること～ 
１０月５日（土）は土曜日授業を行いました。多くのタイアップを行った充実した１日となりました。 
まず、８：３０～９：３０には、参加希望保護者様を対象に、ＰＴＡやすらぎ委員会主催の「第３回家庭教育学級」が行な
われました。講師は保坂 高志様（本校ＰＴＡ、戸畑消防署警防課主査）に「家庭でできる防災の備え＆自宅で簡単プチ
トレーニング」と題したご講演を行っていただきました。本校の立地は、北九州市が出すハザードマップにおいて、土砂
災害危険区域が含まれる状況にあります。そのため、本年度はこれまでの防災体制について様々な場面で、再度見直し
を行っているところです。保坂様には、防災の専門的視点から本校の安全性についてもお話しいただき、安心しました。 
２校時は５・６年生と講習参加を希望された保護者様を対象に、ネットトラブル講習会を行いました。スマホやゲーム
を使用する際のルールを家庭でつくり、守ることの重要性についてご講演いただきました。 
３校時の親子清掃ではたいへん多くの保護者の皆様にご参集いただき、本校美化にご協力いただきました。子どもた
ちは清掃後、「私たちが普段できないところを、保護者の方が一生懸命綺麗にしてくださいました。感謝の気持ちをもっ
て、私たちの柳小をこれからももっと美しい学校にしていきたいと思います」と振り返っていました。ご多用の中、誠にあ
りがとうございました。 
下校時には、災害時引き渡し訓練を実施しました。今回は、子どもたちの登校後に大雨が降ってきたという設定で実
施しました。訓練というには前提が多く、リアルさに欠ける部分があったことは十分承知しております。今回は初めての引
き渡し訓練ということで、できるだけ混乱を避けつつも「こういう被災対応状況も考えられる」ことを学校とご家庭と地域
が共有することを第一のねらいといたしました。ご家庭でもどうぞ子どもたちと災害時の対応について話題に出し、自分
事として考えておくことができるよう、お声掛けのほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

【ゴールボール選手 浦田理恵様】 
浦田選手の一言一言を聞きもらさない
よう、しっかりと聞くことができました。 

【浦田選手とキャッチボール】 
アイマスクを付けて、音の出るボール
の鈴の音を頼りに。 

【５年生 やってみよう ゴールボール】 
浦田選手の指導の下、全員アイマスク
を付けて、試合を行いました。 

「災害時引渡し訓練」の様子 
一人一人確認して引渡し、右側通行で安全に。 

「家庭でできる防災の備え＆自宅で
簡単プチトレーニング」の様子 

「親子清掃」の様子 
普段できないところも力を合わせて。 

学校だより 令和元年１０月２３日号 

 

 

 

 

 

 

北九州市立大里柳小学校 校長 松中 保明 

【目指す子どもの姿】：６つの好き「友達・先生・柳校・柳のまち・学ぶこと・自分」 

～夢を語り合い，仲間とともに価値あることを創造し， 

自らを問い直しながら粘り強くやり抜く大里柳っ子～ 

○【やさしく】：夢を語り合い，お互いを尊重し合う子ども→自律・協働・創造の「種」 

○【かしこく】：仲間とともに価値あることを創造する子ども→協働・創造 

○【たくましく】：自らを問い直しながら粘り強くやり抜く子ども→自律 

【学校教育目標】：これからの社会を生き抜く３つの視点…「自律」「協働」「創造」 

「SDGｓの視点を基に大里柳小の特徴を生かしながら， 

確かな資質・能力を獲得し，自ら学び続ける人間性豊かな児童の育成」 


